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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、
　前記走査信号と同期されるようにデータ線に映像を表示する画素の有機発光ダイオード
を駆動するためのデータ信号を供給するデータ駆動部と、
　前記走査線及びデータ線の交差部に位置する前記画素と、
　前記画素が有する第２駆動トランジスタを飽和領域で駆動して画像を表示する正常駆動
モードと、前記第２駆動トランジスタを線形領域で駆動して最小限の情報のみを表示する
待機駆動モードを判別するためのタイミング制御部と、
　前記画素に供給される第１電源と第２電源を生成し、前記正常駆動モードで前記第１電
源と前記第２電源間の電圧差を第１電圧に設定し、前記待機駆動モードで前記第１電源と
前記第２電源間の電圧差を前記第１電圧と異なる第２電圧に設定する電源部と、
　カソード電極が前記第２電源と接続される前記有機発光ダイオードと、第１～第６駆動
トランジスタと、電圧を充電するキャパシタとを含む、前記画素の画素回路と、
　を備え、
　前記電源部は、前記第５および第６駆動トランジスタの駆動を制御するための発光制御
電源と、前記画素を駆動するためのデータ信号の電圧のうち最も低い電圧以下の電圧に設
定される初期化電源とを更に生成し、
　前記データ信号および前記初期化電源に基づいて、前記キャパシタに前記信号データお
よび前記第２駆動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧が充電され、前記第２駆動トラ
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ンジスタの閾値に関わらず、前記発光制御電源の制御信号に基づいて、前記第１電源から
当該充電された電圧に対応する電流が前記有機発光ダイオードに供給され、
　前記画素回路は、
　前記データ線と第１ノードの間に接続され、ゲート電極が前記走査線に接続される前記
第１駆動トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第６駆動トランジスタとの間に接続され、ゲート電極が前記キャ
パシタの一端に接続されて、前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する前記
第２駆動トランジスタと、
　前記第２駆動トランジスタのゲート電極と当該第２駆動トランジスタの一端との間にダ
イオード形態で接続され、ゲート電極が前記走査線に接続される前記第３駆動トランジス
タと、
　前記キャパシタの一端と前記初期化電源との間に接続され、ゲート電極が他の画素に対
する前記走査信号線に接続される前記第４駆動トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１電源の間に接続され、ゲート電極が前記発光制御電源に接続
される前記第５駆動トランジスタと、
　前記第２駆動トランジスタの一端と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接
続され、ゲート電極が前記発光制御電源に接続される前記第６駆動トランジスタと、
　を備え、
　前記データ駆動部の出力端子と前記データ線との間に接続され、前記正常駆動モード期
間に前記出力端子から供給されるデータ信号を前記データ線に伝達し、前記待機駆動モー
ド期間に、第３電源または第４電源を前記データ線に伝達するためのスイッチ部を更に備
え、
　前記第３電源は、前記画素に含まれる全ての前記駆動トランジスタが完全にターンオン
され得る電圧であり、前記データ信号の最低電圧以下の電圧に設定され、
　前記第４電源は、前記画素に含まれる全ての前記駆動トランジスタが完全にターンオフ
され得る電圧であり、前記データ信号の最低電圧以下の電圧に設定され、
　前記スイッチ部は、前記待機駆動モード期間中、前記走査線に走査信号が供給されない
場合に前記第３電源の電圧を前記データ線の寄生キャパシタに充電し、前記走査線に走査
信号が供給される場合に当該充電された第３電源の電圧または前記第４電源の電圧を前記
画素に供給することを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１電圧は、前記第２電圧より高い電圧であることを特徴とする請求項１に記載の
有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記データ駆動部は前記正常駆動モードで多様な階調を実現できる前記データ信号を供
給し、前記待機駆動モードで前記画素の発光又は非発光のみを決定する前記データ信号を
供給することを特徴とする請求項１または２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記待機駆動モードで、前記データ駆動部は、前記第２駆動トランジスタが完全にター
ンオン又はターンオフされ得る前記データ信号を供給することを特徴とする請求項１～３
のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記待機駆動モードで、前記画素は、前記第２駆動トランジスタがスイッチ駆動しなが
ら映像を表示することを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項６】
　前記スイッチ部は、
　前記出力端子及びデータ線のそれぞれの間に設置され、前記タイミング制御部から供給
される第１制御信号に対応して前記正常駆動モード期間にターンオン状態を維持し、前記
待機駆動モード期間にターンオフ状態を維持する第１０トランジスタと、
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　前記第４電源及びデータ線のそれぞれの間に設置され、前記出力端子に供給される電圧
に対応して前記待機駆動モード期間にターンオン又はターンオフされる第１１トランジス
タと、
　前記第３電源及び前記データ線の間に１つ以上設置され、前記タイミング制御部から供
給される第２制御信号に対応して前記待機駆動モード期間にターンオン又はターンオフを
繰り返す第１２トランジスタと、
　を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項７】
　前記第１２トランジスタは前記待機駆動モード中、前記走査信号が供給される期間にタ
ーンオフされ、走査信号が供給されない期間にターンオンされて前記第３電源の電圧を前
記データ線に供給することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１１トランジスタは前記待機駆動モード中、前記走査信号が供給される期間に前
記走査信号に選択された画素が非発光状態に設定される場合にターンオンされ、その他の
場合にターンオフされることを特徴とする請求項６または７に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置を駆動する方法において、
　前記画素が有する前記第２駆動トランジスタを飽和領域で駆動して映像を表示するため
の正常駆動モード、又は前記第２駆動トランジスタを線形領域で駆動して最小限の情報の
みを表示するための待機駆動モードであるかを判別する段階と、
　前記正常駆動モードの場合、前記第２駆動トランジスタが飽和領域で駆動され得るよう
に前記第１電源及び第２電源の電圧を設定し、前記データ線にデータ信号を伝達する段階
と、
　前記待機駆動モードの場合、前記第２駆動トランジスタが線形領域で駆動され得るよう
に前記第１電源及び第２電源の電圧を設定する段階と、
　前記発光制御電源の制御信号を生成する段階と、
　前記初期化電源を生成する段階と、
　前記データ線上の信号および前記初期化電源に基づいて、前記キャパシタに当該信号デ
ータおよび前記第２駆動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電する段階と、
　前記第２駆動トランジスタの閾値に関わらず、前記発光制御電源の制御信号に基づいて
、前記第１電源から当該充電された電圧に対応する電流を前記有機発光ダイオードに供給
する段階と、
　前記待機駆動モード期間中、前記走査線に走査信号が供給されない場合に前記第３電源
の電圧を前記データ線の寄生キャパシタに充電し、前記走査線に走査信号が供給される場
合に当該充電された第３電源の電圧または前記第４電源の電圧を前記データ線に伝達する
段階と、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記正常駆動モードの場合、前記画素で多様な階調の映像が表示され得るようにデータ
信号の電圧が設定されることを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置の駆動
方法。
【請求項１１】
　前記待機駆動モードの場合、前記第２駆動トランジスタがスイッチ駆動されて前記画素
が発光又は非発光状態で制御されるように前記データ信号の電圧が設定されることを特徴
とする請求項９または１０に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、消費電力を低減するこ
とができるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、電界放出表示装
置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示パ
ネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げ
られる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、
速い応答速度を有すると共に、優れた表示品質を提供するという長所がある。
【０００４】
　現在、有機電界発光表示装置は、携帯電話を含む小型機器に主に用いられている。小型
機器はユーザによって携帯して用いられるものであって、低消費電力で駆動されなければ
ならない。従って、小型機器に用いられる有機電界発光表示装置の消費電力を低減するた
めの研究が活発に進められている。
【０００５】
　一例として、消費電力を低減するために有機電界発光表示装置の駆動周波数を下げる方
法が考えられる。しかしながら、有機電界発光表示装置の画素は多数のトランジスタから
構成され、駆動周波数が低くなれば、漏れ電流により画面の明るさ変化や、フリッカとい
う問題が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国公開特許第２００６－００４４３５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、画質に影響を与えるこ
となく、消費電力を低減することができるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第一観点に係る有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を順次供給するた
めの走査駆動部と、前記走査信号と同期されるようにデータ線に映像を表示する画素の有
機発光ダイオードを駆動するためのデータ信号を供給するデータ駆動部と、前記走査線及
びデータ線の交差部に位置する前記画素と、前記画素が有する第２駆動トランジスタを飽
和領域で駆動して画像を表示する正常駆動モードと、前記第２駆動トランジスタを線形領
域で駆動して最小限の情報のみを表示する待機駆動モードを判別するためのタイミング制
御部と、前記画素に供給される第１電源と第２電源を生成し、前記正常駆動モードで前記
第１電源と前記第２電源間の電圧差を第１電圧に設定し、前記待機駆動モードで前記第１
電源と前記第２電源間の電圧差を前記第１電圧と異なる第２電圧に設定する電源部と、カ
ソード電極が前記第２電源と接続される前記有機発光ダイオードと、前記第１電源と前記
有機発光ダイオードのアノード電極との間に位置し、前記有機発光ダイオードに供給され
る電流量を制御する複数の駆動トランジスタと、電圧を充電するキャパシタと含む、前記
画素の画素回路と、を備え、前記電源部は、前記駆動トランジスタの駆動を制御するため
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の発光制御電源と、前記画素を駆動するためのデータ信号の電圧のうち最も低い電圧以下
の電圧に設定される初期化電源とを更に生成し、前記データ信号および前記初期化電源に
基づいて、前記キャパシタに前記信号データおよび一の前記駆動トランジスタの閾値電圧
に対応する電圧が充電され、他の前記駆動トランジスタの閾値に関わらず、前記発光制御
電源の制御信号に基づいて、前記第１電源から当該充電された電圧に対応する電流が前記
有機発光ダイオードに供給され、前記画素回路は、前記データ線と第１ノードの間に接続
され、ゲート電極が前記走査線に接続される第１駆動トランジスタと、前記第１ノードと
第６駆動トランジスタとの間に接続され、ゲート電極が前記キャパシタの一端に接続され
る前記第２駆動トランジスタと、前記第２駆動トランジスタのゲート電極と当該第２駆動
トランジスタの一端との間にダイオード形態で接続され、ゲート電極が前記走査線に接続
される第３駆動トランジスタと、前記キャパシタの一端と前記初期化電源との間に接続さ
れ、ゲート電極が他の画素に対する前記走査信号線に接続される第４駆動トランジスタと
、前記第１ノードと前記第１電源の間に接続され、ゲート電極が前記発光制御電源に接続
される第５駆動トランジスタと、前記第２駆動トランジスタの一端と前記有機発光ダイオ
ードのアノード電極との間に接続され、ゲート電極が前記発光制御電源に接続される第６
駆動トランジスタと、を備え、前記データ駆動部の出力端子と前記データ線との間に接続
され、前記正常駆動モード期間に前記出力端子から供給されるデータ信号を前記データ線
に伝達し、前記待機駆動モード期間に、第３電源または第４電源を前記データ線に伝達す
るためのスイッチ部を更に備え、前記第３電源は、前記画素に含まれる全ての前記駆動ト
ランジスタが完全にターンオンされ得る電圧であり、前記データ信号の最低電圧以下の電
圧に設定され、前記第４電源は、前記画素に含まれる全ての前記駆動トランジスタが完全
にターンオフされ得る電圧であり、前記データ信号の最低電圧以下の電圧に設定され、前
記スイッチ部は、前記待機駆動モード期間中、前記走査線に走査信号が供給されない場合
に前記第３電源を前記データ線の寄生キャパシタに充電し、前記走査線に走査信号が供給
される場合に当該充電された第３電源または前記第４電源を前記画素に供給する。
【０００９】
　好ましくは、前記第１電圧は前記第２電圧より高い電圧である。前記データ駆動部は、
前記正常駆動モードで多様な階調を実現できる前記データ信号を供給し、前記待機駆動モ
ードで前記画素の発光又は非発光のみを決定する前記データ信号を供給する。
【００１０】
　本発明の他の観点に係る上記有機電界発光表示装置を駆動する方法において、前記画素
が有する前記第２駆動トランジスタを飽和領域で駆動して映像を表示するための正常駆動
モード、又は前記第２駆動トランジスタを線形領域で駆動して最小限の情報のみを表示す
るための待機駆動モードであるかを判別する段階と、前記正常駆動モードの場合、前記第
２駆動トランジスタが飽和領域で駆動され得るように前記第１電源及び第２電源の電圧を
設定し、前記データ線にデータ信号を伝達する段階と、前記待機駆動モードの場合、前記
第２駆動トランジスタが線形領域で駆動され得るように前記第１電源及び第２電源の電圧
を設定する段階と、前記第６駆動トランジスタの駆動を制御するための発光制御電源を生
成する段階と、前記初期化電源を生成する段階と、前記データ線上の信号および前記初期
化電源に基づいて、前記キャパシタに当該信号データおよび一の前記第２駆動トランジス
タの閾値電圧に対応する電圧を充電する段階と、他の前記第２駆動トランジスタの閾値に
関わらず、前記発光制御電源の制御信号に基づいて、前記第１電源から当該充電された電
圧に対応する電流を前記有機発光ダイオードに供給する段階と、前記待機駆動モード期間
中、前記走査線に走査信号が供給されない場合に前記第３電源を前記データ線の寄生キャ
パシタに充電し、前記走査線に走査信号が供給される場合に当該充電された第３電源また
は前記第４電源を前記データ線に伝達する段階と、を含む。
【００１１】
　好ましくは、前記正常駆動モードの場合、前記画素で多様な階調の映像が表示され得る
ようにデータ信号の電圧が設定される。前記待機駆動モードの場合、前記駆動トランジス
タがスイッチ駆動されて前記画素が発光又は非発光状態で制御されるように前記データ信
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号の電圧が設定される。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のように、本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法は、待機駆動モード期
間に第１電源及び第２電源の電圧差を最小化して消費電力を低減できるという効果を奏す
る。また、待機駆動モード期間に画素のそれぞれに含まれる駆動トランジスタがスイッチ
駆動されるため、漏れ電流が発生しても発光又は非発光状態を維持でき、これにより、駆
動周波数を下げて駆動できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示す画素の実施形態を示す図である。
【図３】図２に示す画素回路の実施形態を示す図である。
【図４Ａ】正常駆動モード及び待機駆動モードでの動作過程を示す図である。
【図４Ｂ】正常駆動モード及び待機駆動モードでの動作過程を示す図である。
【図５】図２に示す画素回路の他の実施形態を示す図である。
【図６】図５に示す画素回路の駆動方法を示す波形図である。
【図７】本発明の他の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図８】図７に示すスイッチ部を示す図である。
【図９Ａ】正常駆動モード及び待機駆動モードでスイッチ部の動作過程を示す図である。
【図９Ｂ】正常駆動モード及び待機駆動モードでスイッチ部の動作過程を示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好適な実施形態が添付された図１～図９Ｂを参照して、以下詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【００１６】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ（ｎは３以上の自然数）及びデータ線Ｄ１～Ｄｍ（ｍは３以上の自然数）の交差部に位
置する画素１４０を含む画素部１３０と、走査線Ｓ１～Ｓｎを駆動するための走査駆動部
１１０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、第１電源ＥＬＶ
ＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳを供給するための電源部１６０と、走査駆動部１１０、デー
タ駆動部１２０及び電源部１６０を制御するためのタイミング制御部１５０とを備える。
【００１７】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御によって走査信号を生成し、生成
された走査信号を走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給する。ここで、走査信号は、画素１４０に
含まれるトランジスタがターンオンされ得る電圧（例えば、ロー極性）に設定される。走
査駆動部１１０から走査信号が順次供給されれば、画素１４０が水平ライン単位で選択さ
れる。
【００１８】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０の制御によってデータ信号を生成し、
生成されたデータ信号を走査信号と同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。この
場合、走査信号によって選択された画素１４０にデータ信号が供給される。一方、データ
駆動部１２０は、タイミング制御部１５０から供給されるモード制御信号に対応して、デ
ータ線Ｄ１～Ｄｍに出力されるデータ信号を制御する。
【００１９】
　例えば、データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０から正常駆動モードに対応す
る第１モード制御信号が入力される場合、表示しようとする映像に対応するデータ信号を
データ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。一方、データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０
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から待機駆動モードに対応する第２モード制御信号が入力される場合、発光（又はホワイ
ト）又は非発光（又はブラック）に対応するデータ信号をデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する
。待機駆動モードでは、画素部１３０は、最小限の情報（例えば、時計、バッテリ残量な
ど）のみを含む白黒映像を表示する。
【００２０】
　電源部１６０は、タイミング制御部１５０から供給されるモード制御信号に対応して第
１電源ＥＬＶＤＤ及び／又は第２電源ＥＬＶＳＳの電圧を制御する。例えば、電源部１６
０は、タイミング制御部１５０から第１モード制御信号が入力される場合、正常駆動モー
ドに対応するように第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧を制御する。正常
駆動モードは、画素部１３０で正常に映像を表示するモードであって、画素１４０のそれ
ぞれに含まれる駆動トランジスタが飽和領域で駆動され得るように、第１電源ＥＬＶＤＤ
及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値が設定される。この場合、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２
電源ＥＬＶＳＳ間の電圧差は第１電圧に設定される。例えば、正常駆動モードで第１電源
ＥＬＶＤＤは５Ｖ、第２電源ＥＬＶＳＳは４Ｖに設定され、これにより、第１電圧は９Ｖ
に設定され得る。
【００２１】
　電源部１６０は、タイミング制御部１５０から第２モード制御信号が入力される場合、
待機駆動モードに対応する第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧を制御する
。待機駆動モードは、画素部１３０において最小限の情報のみを表示するモードであって
、画素１４０のそれぞれに含まれる駆動トランジスタが線形領域で駆動されるように、第
１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値が設定される。この場合、第１電源Ｅ
ＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧差は、第１電圧より低い第２電圧に設定される。
例えば、待機駆動モードでは、第１電源ＥＬＶＤＤは３Ｖ、第２電源ＥＬＶＳＳは０Ｖに
設定され、これにより、第２電圧は３Ｖに設定され得る。
【００２２】
　タイミング制御部１５０は、走査信号が生成されるように走査駆動部１１０を制御する
と共に、データ信号が生成されるようにデータ駆動部１２０を制御する。また、タイミン
グ制御部１５０は、有機電界発光表示装置の駆動モードを判別し、判別されたモードに対
応してデータ駆動部１２０及び電源部１６０にモード制御信号を供給する。タイミング制
御部１５０でモードを判別する方法及び手段は、現在公知となっている多様な形態の方法
が利用され得る。
【００２３】
　一般に、携帯電話などの携帯用機器ではユーザが作動を始めた時点から入力信号が持続
的に入力される場合、正常駆動モードと判別し、一定時間に入力信号が発生しない場合、
待機駆動モードと判別する。このようなモード判別方法は、現在携帯電話などの携帯用機
器で一般に用いられるものであって、詳細な説明は省略する。
【００２４】
　画素部１３０は、電源部１６０から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給
を受けてそれぞれの画素１４０に供給する。ここで、正常駆動モードに対応する第１電源
ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが入力される場合、画素１４０のそれぞれに含まれる
駆動トランジスタは、定電流源で駆動しつつデータ信号に対応する電流を有機発光ダイオ
ードに供給する。一方、待機駆動モードに対応する第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬ
ＶＳＳが入力される場合、画素１４０のそれぞれに含まれる駆動トランジスタは、スイッ
チ駆動しつつ有機発光ダイオードの発光又は非発光を制御する。
【００２５】
　なお、図１では説明の便宜上、画素１４０のそれぞれが１つの走査線Ｓ及びデータ線Ｄ
に接続されると示したが、本発明はこれに限定されない。例えば、画素１４０のそれぞれ
は、走査線Ｓ以外に発光制御線（図示せず）に付加的に接続され得る。本発明の画素１４
０は現在公知となっている多様な構造で形成され得る。
【００２６】
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　図２は、本発明の実施形態に係る画素１４０を示す図である。図２では説明の便宜上、
第ｍのデータ線Ｄｍ及び第ｎの走査線Ｓｎに接続された画素を示す。
【００２７】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態に係る画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに電流を供給するための画素回路１４２とを備える。
【００２８】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４２から供給される電流に対応する所定輝度の光を発光する。
【００２９】
　画素回路１４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時、データ線Ｄｍからデータ信
号の供給を受ける。データ信号の供給を受けた画素回路１４２は、データ信号に対応する
電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。このような画素回路１４２は、現在公知
となっている多様な形態の回路で構成され得る。
【００３０】
　図３は、図２に示す画素回路の実施形態を示す図である。
【００３１】
　図３を参照すれば、画素回路１４２’は、第１トランジスタＭ１、第２トランジスタＭ
２及びストレージキャパシタＣｓｔを備える。
【００３２】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、第２トランジスタＭ２のゲ
ート電極に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査信号が供
給される時ターンオンされる。
【００３３】
　第２トランジスタＭ２（駆動トランジスタ）のゲート電極は、第１トランジスタＭ１の
第２電極に接続され、第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続される。そして、第２トラン
ジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。
【００３４】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間
に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧を
充電する。
【００３５】
　前述した本発明の画素１４０において、第２トランジスタＭ２は、正常駆動モードでは
定電流源で駆動され、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電圧に対応する電流を有
機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。一方、第２トランジスタＭ２は、待機駆動モード
の場合はスイッチ駆動され、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光及び非発光を制御する。
【００３６】
　動作過程を詳細に説明すれば、まず正常駆動モードの場合、電源部１６０は、第２トラ
ンジスタＭ２が飽和領域で駆動するように、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳ
の電圧値を設定する。その後、走査駆動部１１０は走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供
給し、これにより、画素１４０に含まれた第１トランジスタＭ１が水平ライン毎に順次タ
ーンオンされる。第１トランジスタＭ１がターンオンされると、走査信号と同期するよう
に供給されるデータ信号（所定階調の映像を表示できる電圧に設定）が、第１トランジス
タＭ１を経由して第２トランジスタＭ２のゲート電極に供給される。このとき、ストレー
ジキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧を充電する。
【００３７】
　このとき、第２トランジスタＭ２は飽和領域で駆動されるため、図４Ａのように、第２
トランジスタＭ２は定電流源で駆動される。即ち、第２トランジスタＭ２は、ストレージ
キャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給
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し、これにより、データ信号に対応する輝度の映像を表示できる。つまり、本発明では、
正常駆動モードの場合、第２トランジスタＭ２をデータ信号に対応する定電流源で駆動し
ながら映像を表示する。
【００３８】
　一方、待機駆動モードの場合、電源部１６０は、第２トランジスタＭ２が線形領域で駆
動するように、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値を設定する。そして
、データ駆動部１２０は、画素の発光又は非発光に対応するデータ信号をデータ線Ｄ１～
Ｄｍに供給する。ここで、データ駆動部１２０は、画素１４０に含まれた第２トランジス
タＭ２がスイッチ駆動するようにデータ信号の電圧を制御する。例えば、画素１４０が発
光する場合、第２トランジスタＭ２が完全にターンオンするように十分に低い電圧を供給
し、画素１４０が非発光する場合、第２トランジスタＭ２が完全にターンオフするように
十分に高い電圧を供給する。
【００３９】
　その後、走査駆動部１１０は走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給し、画素１４０に
含まれた第１トランジスタＭ１が、水平ライン毎に順次ターンオンされる。第１トランジ
スタＭ１がターンオンされると、走査信号と同期されるように供給されるデータ信号（発
光又は非発光電圧に設定）が、第１トランジスタＭ１を経由して第２トランジスタＭ２の
ゲート電極に供給される。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
する電圧を充電する。
【００４０】
　このとき、第２トランジスタＭ２は線形領域で駆動されるため、図４Ｂのように、第２
トランジスタＭ２はスイッチ駆動される。即ち、第２トランジスタＭ２は、ストレージキ
ャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応してターンオン又はターンオフすることにより、
有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光又は非発光を制御する。即ち、本発明では待機駆動モ
ードの場合、第２トランジスタＭ２をスイッチ駆動しつつ映像を表示する。
【００４１】
　前述した待機駆動モードでは、第２トランジスタＭ２が線形領域で駆動するように第１
電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧を制御するため、消費電力を低減できる。
また、第２トランジスタＭ２がスイッチのように動作するため、第１トランジスタＭ１に
よる漏れ電流が発生しても輝度は殆ど変化しない。従って、待機駆動モードでは駆動周波
数を下げて駆動でき、これにより、消費電力を低減できる。
【００４２】
　図５は、図２に示す画素回路の他の実施形態を示す図である。
【００４３】
　図５を参照すれば、画素回路１４２’’は、第１～第６トランジスタＭ１～Ｍ６及びス
トレージキャパシタＣｓｔを備える。このような画素回路１４２’’は、図３に示す画素
回路１４２’に比べて、第２トランジスタＭ２の閾値電圧が補償されるように付加的にト
ランジスタＭ３～Ｍ６が含まれる点でのみ相違し、正常駆動モード及び待機駆動モードで
の動作原理は実質的に同一である。
【００４４】
　第１トランジスタＭ１の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１に接続される。そして、第１トランジスタＭ１のゲート電極は第ｎの走査線Ｓｎに接続
される。このような第１トランジスタＭ１は、第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される
時にターンオンされ、データ線Ｄｍに供給されるデータ信号を第１ノードＮ１に供給する
。
【００４５】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は第１ノードＮ１に接続され、第２電極は第６トラン
ジスタＭ６の第１電極に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極はスト
レージキャパシタＣｓｔに接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージ
キャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給
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する。
【００４６】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第２
電極は第２トランジスタＭ２のゲート電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３
のゲート電極は第ｎの走査線Ｓｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、第
ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にターンオンし、第２トランジスタＭ２をダイ
オード形態で接続させる。
【００４７】
　第４トランジスタＭ４のゲート電極は、第ｎ‐１の走査線Ｓｎ－１と接続され、第１電
極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子及び第１トランジスタＭ１のゲート電極に
接続される。そして、第４トランジスタＭ４の第２電極は、初期化電源Ｖｉｎｔに接続さ
れる。このような第４トランジスタＭ４は、第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給
される時にターンオンされ、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子及び第１トランジス
タＭ１のゲート電極の電圧を初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に変更する。
【００４８】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第１ノ
ードＮ１に接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は、発光制御線Ｅｎ
に接続される。このような第５トランジスタＭ５は、発光制御線Ｅｎから発光制御信号が
供給されない時にターンオンされ、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１を電気的に接続
する。
【００４９】
　第６トランジスタＭ６の第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第２
電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第６トランジ
スタＭ６のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このような第６トランジスタＭ６
は、発光制御信号が供給されない時にターンオンされ、第２トランジスタＭ２から供給さ
れる電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００５０】
　前述した本発明の画素１４０において、第２トランジスタＭ２は正常駆動モードの場合
に定電流源で駆動され、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電圧に対応する電流を
有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。一方、第２トランジスタＭ２は待機駆動モード
の場合にスイッチ駆動され、有機発光ダイオードＯＬＥＤの発光及び非発光を制御する。
【００５１】
　図６は、図５に示す画素に供給される駆動波形を示す波形図である。
【００５２】
　図６を参照すれば、まず、第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給され、第４トラ
ンジスタＭ４がターンオンされる。第４トランジスタＭ４がターンオンされると、ストレ
ージキャパシタＣｓｔの一側端子及び第２トランジスタＭ２のゲート端子に初期化電源Ｖ
ｉｎｔの電圧が供給される。即ち、第４トランジスタＭ４がターンオンされれば、ストレ
ージキャパシタＣｓｔの一側端子及び第２トランジスタＭ２のゲート端子の電圧が初期化
電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化される。ここで、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧値は、データ信
号より低い電圧値に設定される。
【００５３】
　その後、第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される。第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供
給されれば、第１トランジスタＭ１及び第３トランジスタＭ３がターンオンされる。第３
トランジスタＭ３がターンオンされれば、第２トランジスタＭ２がダイオード形態で接続
される。第１トランジスタＭ１がターンオンされれば、データ線Ｄｍに供給されるデータ
信号が第１トランジスタＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給される。このとき、第２ト
ランジスタＭ２の電圧が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に設定されるため（即ち、第１ノード
Ｎ１に供給されるデータ信号の電圧より低く設定されるため）、第２トランジスタＭ２が
ターンオンされる。
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【００５４】
　第２トランジスタＭ２がターンオンされれば、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号
が、第２トランジスタＭ２及び第３トランジスタＭ３を経由してストレージキャパシタＣ
ｓｔの一側端子に供給される。ここで、データ信号はダイオード形態で接続された第２ト
ランジスタＭ２を経由してストレージキャパシタＣｓｔに供給されるため、ストレージキ
ャパシタＣｓｔには、データ信号及び第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応する電圧が
充電される。
【００５５】
　ストレージキャパシタＣｓｔにデータ信号及び第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応
する電圧が充電された後、発光制御信号ＥＭＩの供給が中断されて第５トランジスタＭ５
及び第６トランジスタＭ６がターンオンされる。第５トランジスタＭ５及び第６トランジ
スタＭ６がターンオンされると、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤへ
の電流経路が形成される。この場合、第２トランジスタＭ２はストレージキャパシタＣｓ
ｔに充電された電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに
流れる電流量を制御する。
【００５６】
　ここで、画素１４０に含まれたストレージキャパシタＣｓｔにはデータ信号だけでなく
、第２トランジスタＭ２に閾値電圧に対応する電圧が追加で充電されるため、第２トラン
ジスタＭ２の閾値電圧と関係なく、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量を制御で
きる。
【００５７】
　一方、正常駆動モードの場合、電源部１６０は、第２トランジスタＭ２が飽和領域で駆
動するように第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値を設定する。そして、
データ駆動部は、所定階調の映像を表示できる電圧に設定されたデータ信号をデータ線Ｄ
１～Ｄｍに供給する。この場合、第２トランジスタＭ２は、データ信号に対応する定電流
源で駆動しながら映像を表示する。
【００５８】
　また、待機駆動モードの場合、電源部１６０は、第２トランジスタＭ２が線形領域で駆
動するように、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値を設定する。そして
、データ駆動部１２０は画素の発光又は非発光に対応するデータ信号をデータ線Ｄ１～Ｄ
ｍに供給する。ここで、データ駆動部１２０は画素１４０に含まれた第２トランジスタＭ
２がスイッチ駆動できるようにデータ信号の電圧を制御する。例えば、画素１４０が発光
する場合、第２トランジスタＭ２が完全にターンオンされるように十分に低い電圧のデー
タ信号を供給し、画素１４０が非発光する場合、第２トランジスタＭ２が完全にターンオ
フされるように十分に高い電圧のデータ信号を供給する。このように、第２トランジスタ
Ｍ２は、スイッチ駆動しながら映像を表示することになる。
【００５９】
　なお、前述した説明では待機駆動モードで駆動する場合、データ信号の電圧は、第２ト
ランジスタＭ２が完全にターンオンされる電圧又は完全にターンオフされる電圧と仮定し
た。しかしながら、現在、一般に用いられるデータ駆動部１２０は、所定階調の映像を表
示するためにデータ信号を供給するものであって、０～４Ｖの電圧を出力する。従って、
待機駆動モードで所望のデータ信号の電圧を供給できないおそれがある。
【００６０】
　図７は、本発明の他の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。図７を説
明するに際して、図１と同じ構成については同じ図面符号を付すと共に、詳細な説明は省
略する。
【００６１】
　図７を参照すれば、本発明の他の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査駆動部
１１０、データ駆動部１２０、画素１４０を含む画素部１３０、タイミング制御部１９０
、電源部１７０及びスイッチ部１８０を備える。
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【００６２】
　電源部１７０は、タイミング制御部１９０から供給されるモード制御信号に対応して、
第１電源ＥＬＶＤＤ及び／又は第２電源ＥＬＶＳＳの電圧を制御する。例えば、電源部１
７０は、タイミング制御部１５０から第１モード制御信号が入力される場合、画素１４０
のそれぞれに含まれる駆動トランジスタが飽和領域で駆動するように、第１電源ＥＬＶＤ
Ｄ及び第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値を設定する。一方、電源部１７０は、タイミング制御
部１５０から第２モード制御信号が入力される場合、画素１４０のそれぞれに含まれる駆
動トランジスタが線形領域で駆動するように第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳ
の電圧値を設定する。
【００６３】
　また、電源部１７０は第３電源ＶＷ及び第４電源ＶＢを生成し、生成された第３電源Ｖ
Ｗ及び第４電源ＶＢをスイッチ部１８０に供給する。第３電源ＶＷは、画素１４０のそれ
ぞれに含まれる駆動トランジスタが完全にターンオンされる電圧に設定される。例えば、
第３電源ＶＷは、データ駆動部１２０から出力される最も低いデータ信号の電圧と同一か
、より低い電圧に設定され得る。
【００６４】
　第４電源ＶＢは、正常駆動モードの場合、データ駆動部１２０から出力される最も低い
データ信号の電圧と同一かより低い電圧に設定される。そして、第４電源ＶＢは待機駆動
モードの場合、画素１４０のそれぞれに含まれる駆動トランジスタが完全にターンオフさ
れる電圧に設定される。
【００６５】
　スイッチ部１８０は、データ駆動部１２０及び画素１４０の間に位置する。図７では説
明の便宜上、スイッチ１８０がデータ駆動部１２０の出力端子Ｏ１～Ｏｍのそれぞれとデ
ータ線Ｄ１～Ｄｍの間に位置するものと示した。このようなスイッチ部１８０は、データ
駆動部１２０から供給されるデータ信号と、電源部１７０から供給される第３電源ＶＷ及
び第４電源ＶＢの電圧とを選択的にデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。
【００６６】
　例えば、データ駆動部１２０は、正常駆動モードで駆動される場合、データ信号をデー
タ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。一方、データ駆動部１２０は、待機駆動モードで駆動される
場合、第３電源ＶＷ及び第４電源ＶＢの電圧をデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。
【００６７】
　タイミング制御部１９０は、走査信号が生成されるように走査駆動部１１０を制御する
と共に、データ信号が生成されるようにデータ駆動部１２０を制御する。また、タイミン
グ制御部１９０は有機電界発光表示装置のモードを判別し、判別されたモードに対応して
電源部１７０にモード制御信号を供給する。そして、タイミング制御部１９０は、制御信
号を供給してスイッチ部１８０に含まれるトランジスタのターンオン及びターンオフを制
御する。
【００６８】
　図８は、図７に示すスイッチ部の回路図を示す図である。図８では説明の便宜上、第ｍ
の出力端子Ｏｍと接続された回路構成を示す。
【００６９】
　図８を参照すれば、スイッチ部１８０は、出力端子Ｏｍ及びデータ線Ｄｍの間に位置す
る第１０トランジスタＭ１０と、データ線Ｄｍと第４電源ＶＢとの間に接続される第１１
トランジスタＭ１１と、データ線Ｄｍと第３電源ＶＷとの間に接続される第１２トランジ
スタＭ１２とを備える。
【００７０】
　第１０トランジスタＭ１０は、出力端子Ｏｍ及びデータ線Ｄｍの間に位置し、タイミン
グ制御部１９０から供給される第１制御信号ＣＳ１に対応してターンオン又はターンオフ
される。このような第１０トランジスタＭ１０は、それぞれのチャネル毎に位置し、正常
駆動モード期間にターンオン状態を維持し、待機駆動モード期間にターンオフ状態を維持
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する。
【００７１】
　第１１トランジスタＭ１１はデータ線Ｄｍと第４電源ＶＢとの間に位置し、出力端子Ｏ
ｍに供給される電圧に対応してターンオン又はターンオフされる。このような第１１トラ
ンジスタＭ１１はそれぞれのチャネル毎に位置し、正常駆動モード期間にターンオフ状態
を維持し、待機駆動モード期間に出力端子Ｏｍに供給される電圧に対応してターンオン又
はターンオフされる。ここで、待機駆動モード期間に出力端子Ｏｍに供給される電圧は、
画素１４０でブラックを表現する場合、第１１トランジスタＭ１１がターンオンされる電
圧を供給し、その他の場合に第１１トランジスタＭ１１がターンオフされる電圧を供給す
る。
【００７２】
　第１２トランジスタＭ１２はデータ線Ｄｍと第３電源ＶＷとの間に位置し、タイミング
制御部１９０から供給される第２制御信号ＣＳ２に対応してターンオン又はターンオフさ
れる。このような第１２トランジスタＭ１２は、正常駆動モード期間にターンオフ状態を
維持し、待機駆動モード期間にターンオン及びターンオフを繰り返す。ここで、第１２ト
ランジスタＭ１２は待機駆動モード期間中、走査信号が供給される期間にターンオフされ
、走査信号が供給されない期間に（走査信号間の期間）ターンオンされる。
【００７３】
　なお、第１２トランジスタＭ１２は、スイッチ部１８０に１つ以上設置され得る。例え
ば、全てのデータ線Ｄ１～Ｄｍに第３電源ＶＷを供給するには、１つの第１２トランジス
タＭ１２が設置され得る。また、チャネル毎に第１２トランジスタＭ１２が設置されて、
データ線Ｄ１～Ｄｍのそれぞれに第３電源ＶＷを供給できる。
【００７４】
　図９Ａは、正常駆動モード期間の駆動波形を示す波形図である。
【００７５】
　図９Ａを参照すれば、正常駆動モード期間では、ローの第１制御信号ＣＳ１が供給され
て第１０トランジスタＭ１０がターンオンされ、ハイの第２制御信号ＣＳ２が供給されて
第１２トランジスタＭ１２がターンオフされる。そして、電源部１７０は、第４電源ＶＢ
の電圧をデータ駆動部１２０から出力される最も低いデータ信号の電圧と同一か、より低
い電圧に設定する。
【００７６】
　その後、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順次供給され、データ線Ｄ１～Ｄｍに走査信号
と同期されるようにデータ信号が供給される。データ線に供給されたデータ信号を第１０
トランジスタＭ１０を経由して画素１４０に供給する。一方、第４電源ＶＢは、データ駆
動部１２０から出力される最も低いデータ信号の電圧と同一か、より低い電圧に設定され
るため、第１１トランジスタＭ１１はデータ信号と関係なく、ターンオフ状態を維持する
。
【００７７】
　即ち、正常駆動モード期間では、第１０トランジスタＭ１０がターンオンされて、デー
タ信号が画素１４０に安定して供給され得る。そして、第１１トランジスタＭ１１及び第
１２トランジスタＭ１２は、有機電界発光表示装置が安定して駆動され得るようにターン
オフ状態を維持する。
【００７８】
　図９Ｂは、待機駆動モード期間の駆動波形を示す波形図である。
【００７９】
　図９Ｂを参照すれば、待機駆動モード期間では、ハイの第１制御信号ＣＳ１が供給され
て第１０トランジスタＭ１０がターンオフされる。そして、第１２トランジスタＭ１２は
、走査信号とターンオン時間が重ならないようにターンオン及びターンオフを繰り返す。
また、チャネル毎に設置される第１１トランジスタＭ１１は、自身が接続された出力端子
Ｏ１～Ｏｍから供給される電圧に対応してターンオン又はターンオフされる。そして、電



(14) JP 5652810 B2 2015.1.14

10

20

30

源部１７０は、画素１４０のそれぞれに含まれる駆動トランジスタが完全にターンオフさ
れるように第４電源ＶＢの電圧を設定する。
【００８０】
　動作過程を詳細に説明すれば、まず第１走査線Ｓ１に走査信号が供給される前に、ロー
の第２制御信号によって第１２トランジスタＭ１２がターンオンされる。第１２トランジ
スタＭ１２がターンオンされれば、第３電源ＶＷの電圧がデータ線Ｄｍに供給される。こ
の場合、データ線Ｄｍの寄生キャパシタ（図示せず）に第３電源ＶＷの電圧が充電される
。
【００８１】
　その後、ハイの第２制御信号によって第１２トランジスタＭ１２がターンオフされると
共に、第１走査線Ｓ１に走査信号が供給される。ここで、第１走査線Ｓｎ及び第ｍのデー
タ線Ｄｍと接続された特定画素１４０が発光状態に設定されれば、出力端子Ｏｍから第１
１トランジスタＭ１１がターンオフする電圧が供給される。特定画素１４０が非発光状態
に設定されれば、出力端子Ｏｍから第１１トランジスタＭ１１がターンオンされる電圧が
供給される。
【００８２】
　例えば、特定画素１４０が発光状態に設定されれば、第１１トランジスタＭ１１はター
ンオフ状態に設定される。この場合、走査信号によって選択された特定画素１４０は、デ
ータ線Ｄｍの寄生キャパシタに充電された第３電源ＶＷの電圧の供給を受ける。特定画素
１４０に第３電源ＶＷの電圧が供給されれば、駆動トランジスタが完全にターンオン状態
に設定され、これにより、特定画素１４０が発光する。
【００８３】
　また、特定画素１４０が非発光状態に設定されれば、第１１トランジスタＭ１１はター
ンオン状態に設定される。この場合、走査信号によって選択された特定画素１４０は第４
電源ＶＢの電圧の供給を受ける。特定画素１４０に第４電源ＶＢの電圧が供給されれば、
駆動トランジスタが完全にターンオフ状態に設定され、これにより、特定画素１４０が非
発光する。その後、上記の過程が繰り返されながら、水平ライン単位で画素１４０の発光
及び非発光が制御され、所定情報を含む映像が表示される。
【００８４】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり
、係る変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
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